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講演概要 
 

　LHCでの大きな物理成果を受け、素粒子物理が今後どのように
展開するか理論的観点から期待を述べる。 
　また次期計画として一層重要性が増してきたILCでの物理を解説
し、計画を実現するための国内外の状況について述べる。 
　全長31kmにも及ぶILC加速器の設計を解説し、将来の拡張可
能性について展望する。 

講演は日本語で行われます。	  
Colloquium	  will	  be	  given	  in	  Japanese.	


